
 

 

 
 

○ 提案の要旨 
 公園を利用する人には利用の質を高め、利用しない人にとって公園は非日常化しているため日

常的な魅力を発信する。そのために、現状の公園利用と公園の情報の調査を行った。多くの人の

公園利用を豊かにするために、公園のインフラ改善、公園情報の逆引きシステム、公園を利用す

る人の 2次情報を集めるコンテンツを考案した。 

 

1. 提案の背景・目的 
1.1 背景 

 コロナウイルスの影響で屋外での活動が増えた。学校が休校になった子どもたちが 3 密を回避

できる遊び場として、公園が賑わっている。また、子どもたちに限らず、大人も健康遊具の使用

など公園の利用が増えている。このような理由から、近年、公園への注目度が上がった。 

 公園は作業したり、読書をしたり、目的もなく立ち寄ってみたり、多様な目的や時間の過ごし

方を受け入れるポテンシャルがある。しかし、清掃や草刈りといった管理が行き届いていない状

態にある。また、ボール遊びなど活動の制限をしている公園も見られる。これらは、公園のハー

ド面、ソフト面の脆弱性や利用者のニーズを正しく反映できていないことが理由であると考えら

れる。 

私たちは公園を取り巻くシステムの改良、補填を行うことでもっと自由に公園を利用できるの

ではないかと考える。 

1.2 目的 
 公園を利用する人にとっては利用の質を高め利用の幅を広げる。公園を利用しない人、低頻度

の利用者には、非日常化している公園の魅力を共有し、公園と関わる人を増やす。 

 

2. 提案の目標・課題「スマート×風土 うつのみやのデザイン」との関連 
2.1 公園のスマート化 

 公園内の設備をデジタルサイネージなどの設置でスマート化する。また、公園内の端末と個人

のスマートフォンでリアルタイムの同期を行う。スマートフォンを持っていない人でも公園内の

端末を利用することで子どもや高齢者など誰でも利用できるようにする。 

2.2 公園の情報のスマート化 

 公園内の情報にアクセスし、公園に立ち寄らないでも事前に情報を手に入れることができる。 

2.3 思い出・歴史の記録 

日記、アンケート、目安箱、掲示板、つぶやき、画像、動画といった内容を公園ごとに蓄積させ

ていくことで「都市公園」以外の「街区公園」などでも公園ごとの特色をより顕著に示すことが

できる。「公園」という土地の個性を作り、人々の文化や生活を重ね合わせることで「風土」と

呼べる物になることを期待する。 
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3. 現状分析 
3.1 WEB 掲載情報の調査 

（1）宇都宮市のウェブサイトの情報調査 

・宇都宮市ホームページ 2） 

 

図 3－1 宇都宮市における公園情報 

 

 都市公園に関する情報が集中しており、街区公園の情報が記載されていない。また、公園内の

遊具や施設の情報があまりないことがわかった。 

・栃ナビ 3） 

 公園ごとにページが分かれており約 200 件の公園が掲載されている。特色のある公園や「すご

い公園」特集記事ではテーマに沿った公園を紹介している。また、口コミサイトであることを活

かして 7万人を超えるレビュアーがレビューを投稿している。 

（2）公園に関してまとめているウェブサイトの調査 

・公園探訪 4） 

 神奈川県、千葉県を中心に公園の写真と情報をまとめた個人のホームページ。それぞれの公園

にはタグ機能がついており、目当ての公園を探すのに役立つ。個人での活動なので公園を網羅で

きていない。また、地図と紐づいていないので場所をイメージしにくいと感じる。 

・懸垂のできる公園リスト 5） 

 懸垂をすることのできる公園とその器具のメーカーまで細かい情報が掲載されている。細かな

ニーズに応えているサイトだと言える。地図から探すことができるので公園を探しやすい。全国

様々な地域の情報が掲載されているが地域によってその密度が異なるので場所によっては公園を

見つけることができないと考えられる。 

（3）まとめ 

 宇都宮の都市公園や規模の大きい公園の情報は細かに掲載されているので規模の小さい「街区

公園」やもっと身近な公園に関する情報も収集できるようになると良いと考えられる。宇都宮市

ではない公園に関するサイトでは個人が情報をまとめているのでこういった民俗的な内容とレビ

ューに近い機能を合わせることで公園に関してのニーズを網羅できるのではないかと感じる。 



 

 

3.2 街区公園での公園利用者の調査 

宇都宮駅周辺にあるさざなみ公園と宇都宮大学陽東キャンパス付近にあるパイン公園の 2 箇所を

対象とし、利用状況に関する実態調査を行った。図 6）に各公園の配置を示す。 

【利用状況調査】 

11 月 15日(月)10:00～15:00に利用人数・利用形態の実態調査を行った。 

【まとめ】 

 そよ風公園は通行人が多く、歩道やサイクリングロードのような特色がみられた。パイン公園

は周囲の保育園、小学校の子どもや親子連れの利用者が多く見られた。街区公園でも位置すると

ころや周囲の環境によって異なる特色がみられることがわかった。 

3.3 アンケート調査 

 公園の利用状況や公園に対する意識を調査するために、宇都宮市駅東公園への現地調査及び

Google フォームを活用しアンケート調査を行った。 

【調査場所】  

駅東公園周辺、グーグルフォーム 

【調査期間・回答数】 

2021 年 11月 17日～11月 25日、36 回答 

図 3-4 そよかぜ公園（左）パイン公園（右）の状況利用調査 

図 3-2 パイン公園の位置 図 3-3 そよかぜ公園の位置 



 

 

 

 

図 3-5 アンケートの回答① 



 

 

 

【まとめ】 

Ｑ7「公園に行く前に欲しい情報」、Ｑ8「選ぶ際の判断基準」について、公園の規模や設備、遊

具などの基本情報に加えて、公園の利用人数といったコロナ禍ならではの意見も見られた。 

Ｑ9「推しの公園」について、基本のインフラが整っている公園や利用者にとって身近な場所

や、「さくら交通公園」のように目立った特徴のある意見が見られた。 

 

4. 施策事業の提案 
4.1 提案アプリケーションのコンテンツ 

 本提案のアプリケーションの提案にあたって 5つのコンテンツについて紹介する。 

（1）公園情報逆引きシステム 

  公園内にある遊具、設備、施設、植物など詳細にキーワードとして抽出することによって、

新しい公園の開拓を助ける。キーワードの中には歴史、スポーツ、文化など人々の生活に根付い

ているキーワードも取り入れることによって多角的に公園を探すことができる。 

（2）公園日記 

  公園を使っている人たちの 2 次情報を公園ごとに蓄積させていくコンテンツである。過去か

図 3-6 アンケートの回答② 



 

 

ら現在かけての蓄積を「風土」と考える。現在から未来にかけての公園利用の記録を蓄積させて

いくことで、より市民に近い形で「風土」を残すことができる。 

 公園日記に投稿できる内容は個人的な内容や、アンケート形式の投稿、市役所からの広告とい

った多岐にわたる投稿が混在することで公園を通して緩やかなコミュニティ形成ができると考え

られる。 

（3）公園ランキング 

  公園日記、公園がアプリケーション内で閲覧された回数、推しの公園として登録した人数な

ど多くの人が関わった公園をランキング形式で閲覧することができるコンテンツである。ランキ

ングに公園が載ることにより人気の公園を調べ、自分のお気に入りの公園をみんなにオススメす

ることができる。 

（4）公園内の設備との連動 

  公園に設置されたデジタルサイネージ端末によって公園内の様子をリアルタイムで確認でき

るようにする。それによって空いている公園を選んで利用することができ、公園に行く前に知る

ことのできる情報を増やすことができる。 

（5）その他既存システムとの連動 

  宇都宮市の政策として行われている「宮ココ」「宇都宮健康ポイント事業」と連動させるこ

とによって住民と宇都宮市役所の間でのやり取りを円滑に行えるようにし、ポイントを溜める仕

組みを導入させることによって住人に投稿を促すことにつながる。 

4.2 多くの人の公園利用を豊かにするイメージ 

 公園を普段から利用する人、年に数回しか利用しない人、全く利用しない人のそれぞれに対し

て公園の利用価値を高めたい。そのために 4 つのステップに分けて公園利用を豊かにしていこう

と考える。 

 

STEP1.公園のインフラの拡充 

 インフラの改善について、公園のハード面の整備と公園内の遊具や設備の情報を WEB に掲載を

する。公園自体をスマート化するためにデジタルサイネージを公園内に随時導入する。そこで

は、公園施設周辺の情報や本提案のアプリケーションへのアクセスを行えるようにする。また、

Wi-Fi やコンセントの設置によって公園の利用の幅を広くする。 

STEP2.公園の定期利用者の利用を豊かにする 

 本アプリケーションのコンテンツを使って現在公園を頻繁に利用している人がさらに使いやす

くなることを目標にする。公園利用の幅が広がることによって乱立している特色の少ない「街区

公園」等も他の公園との差別化、特徴づけを行うことができる。 

STEP3.公園の利用者が 2次情報を発信できるようにする 

 公園日記の機能を利用して公園利用者、未利用者に対して公園の具体的な利用がイメージでき

図 4 多くの人の公園利用を豊かにするサイクル 



 

 

るような記録を蓄積していく。 

STEP4.2 次情報を活用し公園の未利用者にも公園を利用してもらう 

 本提案アプリケーションを通して、公園の利用が非日常となっていた人たちにも公園を利用す

るイメージを持ち、低頻度で利用していた人も日常的に公園を利用してもらう。それによって、

公園を通した関係人口の増加が期待できると考えられる。 

4.3 公園自体のインフラの改善 

 ステップ 1、ステップ 2 に該当する提案となっている。公園と公園情報をスマート化するにあ

たり必要な設備の設置、プラットフォームの作成を行う。 

4.4 日記・アンケート形式での利用者の情報を集める 

 ステップ 3、ステップ 4 に該当する提案となっている。公園の利用人数と本アプリケーション

と利用人数を増やしていくために「宇のコト：愉快ライター」7)の制度のように公園について発

信する活動員を市民から集めることで最初の 2次情報を集める。 
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